
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年 4月 2日の清元院 

誌
上
法
話
⑨ 

 
  

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果 

～
声
の
紹
介
～ 

清
元
院
庭
園
「
古
流
・
学
問
の
庭
」 

イ
ベ
ン
ト
情
報 

こ
れ
か
ら
の
行
事 

お
彼
岸
先
祖
供
養 

 

発
行
：
曹
洞
宗
大
梁
山
清
元
院 

住
職 

井
上
英
之 

佛
歴
二
五
六
四
年 

令
和
三
年
三
月
十
三
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誰
し
も
足
り
な
い
も
の
や
傷
の
ひ
と
つ
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ

れ
は
人
と
比
べ
た
り
他
人
の
か
ら
見
た
り
す
る
と
、
欠
点
や
辛
い

経
験
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
器
の
内
側
に
自
分
を
置
く
と

差
し
込
む
光
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

先
日
あ
る
方
が
、
「
自
分
の
病
気
が
受
け
入
れ
ら
れ
な
く
て
半

年
泣
い
て
暮
ら
し
ま
し
た
。
お
か
げ
で
つ
ら
い
思
い
を
し
て
い
る

人
の
気
持
ち
が
よ
く
分
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
の
仕
事
で

そ
の
方
々
の
役
に
立
て
る
こ
と
が
う
れ
し
い
。
」
と
言
っ
て
お
ら

れ
ま
し
た
。 

 

ひ
び
を
受
け
入
れ
て
は
じ
め
て
差
し
て
い
る
光
に
気
付
く
の

で
し
ょ
う
。
そ
の
お
手
伝
い
を
す
る
の
が
、
仏
教
で
あ
り
、
お
寺 

 

で
あ
り
、
僧
侶
な 

の
で
す
。
仏
教
は 

生
き
て
い
る
人
の 

た
め
に
あ
り
ま
す
。 

光
を
見
つ
け
る
お 

手
伝
い
を
し
ま
す
。 

何
か
あ
れ
ば
遠
慮 

な
く
お
寺
を
訪
ね 

た
り
、
連
絡
し
た
り 

し
て
く
だ
さ
い
ね
。 

 

 

【清元院に関するアンケート】 令和 2 年実施 
①清元院の取り組みについてよいと思うことは何ですか？ 

②改善した方がよいこと、お寺への要望があれば遠慮なくお書きください。 

③清元院にどんなことを期待しますか？ 

④その他、何でもお書きください。 

 

 

貴重なご意見ありがとうご
ざいました。より一層、皆さ
まに安心していただけるお寺
づくりに励んでまいります。 
これからも遠慮なくご意見

をお寄せください。 



 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

さ
ら
に
翌
令
和
二
年
十
月
に
は
、
県

か
ら
調
査
委
託
を
受
け
た
鳥
取
県
造
園

建
設
業
協
会
が
調
査
に
入
り
、
調
査
に

当
た
っ
た
協
会
副
会
長
の
石
亀
靖
氏

は
、
協
会
の
会
報
「
苑
路
」
に
左
記
の

よ
う
に
調
査
報
告
を
記
さ
れ
た
。 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

今
回
の
調
査
で
特
に
感
動
し
た
庭
を

紹
介
し
ま
す
。 

琴
浦
町
宮
木
に
御
座
る
「
清
元
院
庭

園
」
で
す
。
庭
の
構
成
は
、
石
積
み
に

囲
ま
れ
滝
行
が
で
き
る
水
落
を
水
源
に

方
形
の
池
が
築
か
れ
て
い
る
苔
庭
で

す
。
水
深
は
胸
ほ
ど
高
さ
が
あ
り
ま
す
。 

こ
の
庭
園
の
素
晴
ら
し
さ
は
、
山
口

県
防
府
市
に
あ
る
「
月
の
桂
」
に
匹
敵

す
る
隠
さ
れ
た
遠
近
法
に
よ
る
構
成
美

に
あ
り
ま
す
。 

池
の
配
置
は
、
庫
裡
の
稜
線
と
僅
か

に
平
行
を
ず
ら
し
、
同
時
に
池
幅
自
身 

清
元
院
庭
園
「
古
流
・
学
問
の
庭
」 

価
値
ま
す
ま
す
高
ま
る 

 

も
流
末
方
向
が
広
く
取
っ
て
あ
り

ま
す
。
つ
ま
り
池
に
向
か
っ
て
右

よ
り
流
れ
て
き
て
左
方
向
に
広
が

る
空
間
を
あ
し
ら
っ
て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
中
央
に
渡
さ
れ
た
石
橋

に
も
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

石
橋
の
厚
さ
を
根
元
よ
り
頂
点
に

お
い
て
薄
く
し
て
あ
り
、
そ
の
頂

点
の
位
置
も
池
の
中
央
よ
り
奥
に

据
え
て
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
に

よ
り
狭
い
敷
地
の
奥
行
き
と
広
が

り
を
演
出
し
て
い
る
と
し
か
思
え

ま
せ
ん
。
（
日
本
に
お
け
る
造
形

的
魅
惑
の
キ
ー
ワ
ー
ド
「
末
広
が

り
」
を
体
現
し
て
い
ま
す
） 

清
元
院
の
庭
は
世
界
一
の
狭
小

庭
園
と
断
言
し
ま
す
。 

 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

こ
の
よ
う
に
、
青
木
・
石
亀
両 

氏
に
よ
り
価
値
を
見
出
し
て
も
ら 

っ
た
こ
と
に
、
只
々
感
謝
す
る
ば 

か
り
で
す
。
丁
寧
に
管
理
し
多
く 

の
方
々
に
清
元
院
庭
園
を
楽
し
ん 

で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

・
４
月
11

日
（
日
）
10

時
か
ら 

 
 

法
要
・
紙
芝
居
・
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム 

 
 

（
※
全
員
に
景
品
あ
り
ま
す
！
） 

❖
終
日 

甘
茶
か
け 

甘
茶
飲
み
放
題 

 
 

 
 

花
ま
つ
り
サ
イ
ダ
ー 

 

 

甘
茶
あ
め 

     

２
月
24

日
。
お
寺
ヨ
ガ
が
記
念
す

べ
き
50

回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
14

名

の
参
加
が
あ
り
、
ヨ
ガ
後
の
寺
カ
フ
ェ

で
は
記
念
の
ケ
ー
キ
で
お
祝
い
し
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
に
70

名
以
上
の
方
が

お
寺
ヨ
ガ
を
体
験
さ
れ
、
雨
の
日
も
風

の
日
も
雪
の
日
も
レ
ッ
ス
ン
し
て
い
た

だ
い
た
真
由
美
先
生
に
は
大
変
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
、 

100

回
を
目
指
し 

て
み
な
さ
ま
の 

笑
顔
と
健
康
を 

つ
な
い
で
い
き 

た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

こ
れ
か
ら
の
行
事 

  

❖
彼
岸
供
養 

 
 

３
月
20

日
（
土
） 

 
       

午
前
９
時
半
～ 

❖
ハ
ス
の
植
え
替
え 

３
月
21

日
（
日
） 

午
後
１
時
半
～ 

❖
お
地
蔵
様
作
り
教
室 

 
 

４
月
３
日
（
土
） 

 
 

 
 

午
後
１
時
半
～ 

❖
花
ま
つ
り 

 
 

４
月
11

日
（
終
日
） 

 

・
午
前
10

時
～ 

法
要
・
お
楽
し
み 

❖
お
大
師
講 

 
 

６
月
19

日
（
土
） 

 
 

 
 

午
前
９
時
半
～ 

❖
お
盆
棚
経 

 
 

８
月
１
日
（
日
）
～ 

❖
施
食
会 

 
 

８
月
６
日
（
金
） 

❖
戦
没
者
慰
霊
祭 

８
月
14

日(

土) 

❖
初
盆
合
同
法
要 

８
月
15

日(

日) 

  
【
月
例
行
事
】 

□
写
経
写
仏
切
り
仏
の
会 

 
 

※
毎
月
第
１
日
曜
15

時 

□
坐
禅
会 

※
毎
月
第
３
日
曜
６
時 

□
お
寺
ヨ
ガ 

※
毎
月
第
４
水
曜
19

時
半 

   
 
 

   
 
 

 

清
元

院
だ

よ
り

 
第

7
号

 
平
成

三
十

年
 

正
月

 

清元院 
住職 井上 英之 

〒689-2522 鳥取県東伯郡琴浦町宮木 57    
℡0858-55-7063  fax 0858-55-7064  携帯 090-4923-8768 
メール inotera1@mx1.tcbnet.ne.jp  facebook :井上英之 清元院 

   

       

桜
の
花
が
咲 

く
前
、
３
月
21 

日
（
日
）
午
後 

１
時
半
か
ら 

ハ
ス
の
蓮
根 

を
植
え
替
え 

ま
す
。
全
部 

で
50

鉢
で
す
。 

蓮
友
（
は
す
と
も
）
を
募
集
し
、
み
な

さ
ん
と
一
緒
に
ハ
ス
を
植
え
、
育
て
、

花
を
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
お
手

伝
い
い
た
だ
い
た
方
に
は
蓮
を
お
す
そ

分
け
致
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
「
は
す
と

も
」
に
参
加
し
て
蓮
を
楽
し
み
ま
せ
ん

か
！
（
※
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で
お
い

で
く
だ
さ
い
） 

    

・
４
月
３
日
（
土
）
午
後
１
時
半
か
ら 

・
参
加
費 

２
０
０
０
円
（
実
費
） 

・
講
師…

倉
吉
八
幡
窯
の
小
原
先
生 

一
年
ぶ
り
の
開
催 

で
す
。
感
染
症
予
防 

に
配
慮
し
て
行
い 

ま
す
。 

参
加
希
望
の
方
は 

３
月
末
ま
で
に
ご 

連
絡
く
だ
さ
い
。 

（
方
法
は
何
で
も
結
構
で
す
） 

【
報
告
】 

第

50
回
目
お
寺
ヨ
ガ
開
催 

お
地
蔵
様
つ
く
り
教
室 

は
す
と
も 

大
募
集 

 

清
元
院
だ
よ
り
 

 
第

1
４
号

 
 
令
和
３
年

 
 
３
月
 

 

          ◎お墓参りの後、お寺にもお参りしましょう。 

お寺参りされた方に… 

先祖供養をおつとめします。 
■３月２０日（土）春分の日 午前９時半～午後４時 

■清元院 本堂にて（１軒５分程度です） 

■その場で各家ご先祖供養の経木塔婆を書き読経して供養致します。 

■供養料はお気持ちで結構です。（少額で構いません） 
＊昨年も多くの供養希望があり大忙しでした。お参りいただいた皆様、ありがとうございました。 

mailto:inotera1@mx1.tcbnet.ne.jp

